
し
た
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手
を
つ
け
て

（た
手
の
事
に
右
手
の
甲
を
つ

け
ヶ
）
下
べ
す
り
降
す
。
「囃
き
落
す
」
の
意
味
。

征

っ
て

「残
り
」
と
な
る
。

は
く
　

「残
り
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

後
糧
　
少
し
―
本
来
．

―
の
で
ｔ
　

「関
係
」
の
手
ま
ね
。
そ
の
ま
ま
て

少
し
オ
ヘ
移
●
さ
せ
る
。

「
た
め
に
」

「
ユ
に
」
と

同
瑯
師
ま

「 ね計
か
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

延
ば
す
　
延
び
る
　

「
工
期
」
と
同
じ
手
ま
ね
。

野
原
　

「
草
」
の
手
ま
ね
を
し
て
、
野
原
の
広
さ

を
表
わ
す
た
め
に
掌
を
下
に
両
け
た
右
手
を
左
胸
前

か
ら
前
方
か
ら
右
へ
大
き
く
弧
を
描
く
。

逆
せ
る
　
掌
を
上
に
五
指
を
費
山
し
た
両
手
を
額

の
上
で
交
五
に
上
下
さ
せ
る
．

暢
気
　
腹
が
大
き
い

（
「寛
大
」
と
同
じ
手
ま
ね
）

―
怠
け
る
．

葉

　

「青
」
を
表
わ
し
て
か
ら
　
■
指
の
指
頭
を

， 団
方
に
さ
し
　
掌
を
下
向
け
た
両
手
を
胸
の
前
梢
々

上
に
位
置
し
　
片
方
づ
つ
前
に
出
す
。

籠
優
　
●
演
劇
―
―
人

（男
性
或
は
，
性
〉
●
映

画
―
演
劇
―
人

徘
斥

　

「爪
弾
き
」
と
日
し
手
ま
ね
。

口
津
　
掌
を
上
に
向
け
た
右
子
を
、
左
胸
臓
か
ら

左
べ
物
を
投
げ
る
，
振
、
次
に
胸
の
中
央
前
か
ら
前

方

へ
　
続
い
て
右
胸
臓
か
ら
右
ヽ
と
物
を
投
げ
る
身

振
つ
。
バ
イ
オ
リ
ン
　
オ
に
バ
イ
オ
リ
ン
を
■
ち
　
右
手

て
弦
を
持

っ
て
、
奏
な
で
る
，
振
．

ハ
イ
カ
ラ
　
人
差
指

（
■
に
）
と
期
猜

（
下
に
）

の
指
頭
を
月
寄
り
の
頸
に
つ
け
、
上
の
人
Ｆ
指
を
上

へ
開
く
。
カ
ラ
ー
の
市
い
こ
と
を
求
わ
す
。
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「娼
婦
」
と
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じ
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ね
。
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「
敗
け
る
」
と
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。
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綸
　
両
手
の
人
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と
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指
の
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を
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々
の

肩
の
下
辺
り
に
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け
、
そ
の
ま
ま
胸
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ら
下
べ
降
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て
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織
の
凛
を
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し
、

胸
も
と
で
担
を
結
ぶ
身

振
。馬
鹿

　

「阿
呆
」
と
同
じ
手
ま
ね
．

葉
書

　
「
郵
掟
」
を
表
わ
し

＾
即
ち
■
の
人
差
指

と
中
指
の
二
指
に
右
の
人
差
指
を
つ
け
て
〒
形
を
つ

く
る
）
次
に
、
指
頭
を
前
方
に
さ
し
た
両
手
の
人
差

指
の
指
頭
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け
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て
た
者
に
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か
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下
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た
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■
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寄
ら
し
て
指
頭
を

合
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せ
る
。
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ま
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ニ
指
て
□
形
を
描
く
わ
け
て
あ

る
．薔
　
死
―
石
―
次
に
　

「案
書
」
の
場
合
の
要
領

で
口
を
柿
い
た
よ
う
に
　
両
手
の
人
差
指
で
暮
石
の

愉
郭
を
描
く
。

袴
　
た
手
を
前
に
、
有
手
を
背
後
殿
部
に
し
て
、

両
手
を
上
へ
す
り
上
げ
持
を
響
く
身
振
を
す
る
。
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右
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て
，
●
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た
紅
を
持

っ
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，
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●
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人
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せ
、
メ
ー
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ー
の
針

が
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よ
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に
、
人
丼
Ｆ
を
彼
”
に
，
右
に
動
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せ

る
。博
士
　
掌
を
上
に
向
け
た
よ
手
の
上
に
　
事
を
内

側
に
指
頭
を
た
に
さ
し
た
人
た
指
・
中
指
・
葉
着
・

小
僣
の
四
指

（
四
の
数
〉
の
右
手
を
の
せ
る
．
Ｏ
Ｏ

博
士
の
四
字
を
示
し
た
も
の
か
。

爆
撃
　
「
飛
行
機
」
の
手
ま
れ
を
し
て
か
ら
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手

を
そ
の
は
ま
残
し
て
置
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て
　
右
手
の
事
を
下
に
向

け
五
指
の
指
頭
を
集
め
合
わ
せ
て
　
オ
手
真
下
か
ら

下
に
向
っ
て
落
し
て
行
き
五
指
を
ば
っ
と
開
き
　
次

に
両
手
の
掌
を
上
に
向
け
五
指
の
指
頭
を
集
め
合
わ

せ
て
か
ら
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清
発
に
工
指
を
ば
ぅ
と
開
い
て
■
へ
あ
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